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■ コンタクトセンター
● セブン銀行口座をお持ちのお客さま

0088-21-1189（通話料無料）または 03-5610-7730（有料）
● セブン銀行口座をお持ちでないお客さま

0120-77-1179（通話料無料）
受付時間　9：00 ～ 18：00 ／日曜・祝日を除く月曜～土曜
※カード紛失などの理由による口座の利用停止については、24時間受付けています。

当社に関するお問合せ先

【当社が契約している銀行法上の指定紛争解決機関】

この統合報告書は色覚の個人差を問わず、より
多くの人に見やすいよう、カラーユニバーサル
デザインに配慮してつくられています。

FSC®（森林管理協議会）が「環境保全・社会的な
利益・経済の継続において責任ある管理をされ
ている」と認めた森林の原材料および管理原材
料から作られた用紙を使用しています。

この印刷物は、リサイクルを阻害しない資材だ
けを使用しており、再び印刷用の紙へリサイク
ルできます。

一般社団法人日本印刷産業連合会の環境基準
であるグリーンプリンティング認定を受けた
印刷工場で製造しています。

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づ
き、より多くの人に見やすく読み間違えにくい
デザインの文字を採用しています。

有害な有機溶剤を植物油などにおきかえ、その
含有量を１％未満に抑えたインキを使用してい
ます。

有害な廃液の出ない「水なし印刷」を採用して
います。印刷物１部当たりの製造・流通・破棄
に要するCO2排出量2,730ｇを国内クレジットを
用いてオフセットしています。

発行：2022年7月
株式会社セブン銀行
企画部 コーポレート・コミュニケーション室
〒100-0005  東京都千代田区丸の内1-6-1
丸の内センタービルディング
TEL 03-3211-3041  

一般社団法人全国銀行協会

連 絡 先 全国銀行協会相談室
電話番号 0570-017109 または 03-5252-3772
受 付 日 月～金曜日（祝日および銀行の休業日を除く）
受付時間 9:00 ～ 17:00

■セブン銀行WEBサイトアドレス 
https://www.sevenbank.co.jp/
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P U R P O S E
パーパス（存在意義）

未来の芽は、いつもお客さまの想いの中に生まれる。

「セブン ‐ イレブンに ATM があったら」
そんなお客さまの想いが私たちを生んだ。
はじめに、お客さまの想い。
それが私たちの原点。

時代とともに
お客さまの想いが変化し、多様化しても、
私たちの姿勢は「変わらない」。
そして、そのために私たちは「変わり続ける」。

「近くて便利」、「信頼と安心」を実現するユニークな銀行として、
人と社会を支え続ける新たな取組みへ。
その上で、一人ひとりの暮らしに寄り添い、
金融サービスの枠を超え、
独創的な新しい価値づくりへの挑戦へ。

誰よりもお客さまのいちばん近くで
想いを、望みを共にすること。
テクノロジーと人の力で、常識を跳び超え、
その実現に挑むこと。
そして、あらゆる人にもっと便利な、
日常の未来を生みだし続けること。

私たちセブン銀行は、そのために存在します。

S T O R Y
ストーリー

お客さまの

「あったらいいな」

を超えて、

日常の未来来を

生みだし続ける。
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パーパスを知る
社長からのメッセージ動画の配信や各部門への説明会の実施、オフィス内へのポスター掲示、Web会議の
背景画像の配布など、社員がパーパスに触れ、パーパスを知る機会を幅広く設けました。

パーパスの自分ごと化
役員・部長、昇格者、新卒新入社員を対象に研
修を実施しました。自身の行動をパーパスに照ら
し合わすことで理解の深耕を図るとともに、パー
パス実現への道筋を見出すことを目的にメン
バーとのディスカッションに重点を置きました。

パーパスサーベイ（浸透度調査）
全社員を対象にアンケート調査を実施し、認知度や理解度を客観的に
確認しました。その状況に合わせて、より効果的な浸透施策を検討し、
全社的に展開していきます。

　「セブン - イレブンにATMがあったら便利なのに…」というお客さま
の想いにお応えすることから私たちの事業はスタートし、以来、お客さ
まの「あったらいいな」の想いの実現へ挑戦を繰り返し、新しいサービ
スを生みだし続けてきました。
　デジタル化が進む中、お客さまの生活も大きく変わり、私たちの事
業にも大きな変化が求められています。
　その中で、これからの持続的な成長、次の時代のセブン銀行のあるべき姿を考えるとき、私たちは「何の
ために社会に存在しているのか」をもう一度問い直す必要があると考え、2021年4月、パーパスを策定しま
した。
　策定の議論は、経営層と有志メンバーからなる約50名のチームを中心に、全社員の意見を丁寧に取り入れ
ながら、約半年間をかけて深めてきました。その中で、創業時から大切にしてきた価値観こそ、私たちのゆ
るぎない「原点」だということが再確認できました。『セブン - イレブンにATMが「あったらいいな」』 の実現か
ら、お客さまの想いの実現に挑み続けてきましたが、20年以上たった今も、やはり自分たちの存在意義はそ
こにあり、これからもあり続けます。

　パーパスを策定以来、社内では『「あったらいいな」を超えているかな』といった声が多く聞こえてきます。
これまで以上に「お客さまの期待にお応えしたい」という想いが高まり、パーパスを判断軸、道しるべとして
更なるチャレンジを続けています。セブン銀行はこれからも、社内の対話を大切にしながら、あらゆる場面で

「あったらいいな」を超えているかを確認し合い、新しい価値を生みだしてまいります。

パーパスと共に、新たな成長へ。

　パーパスを実現するためには、社員一人ひとりが正しく理解し、パーパスに基づいて判断・行動できるよう
になることが重要です。パーパス策定後の1年間は、認知と学びのフェイズと位置付け、さまざまな社内浸透
施策を行ってきました。

社 内 浸 透 施 策社 内 浸 透 施 策

背 景背 景

Web会議背景、
PC壁紙

パーパス実現のために。

創業時から大切にしてきた価値観と、ゆるぎない原点。

本店オフィスのエントランス
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小売発の金融機関として、
お客さまに寄り添い、
リアルとバーチャル、双方の利便性を高める

　セブン銀行（以下、当社）を取り巻く事業環境は、
劇的に変化しています。デジタル化の進展に伴い、
従来の金融機能が細分化、高度化、シームレス化し、
グローバルレベルで金融業界の再編が加速していま
す。また、コロナ禍によって人々の生活様式や価値
観も大きく変わりました。社会の中で、金融機関の果
たすべき役割や求められる機能がますます変化するこ
とは間違いありません。このような大きな転換期にお
いては、従来の金融の枠を超えて、いかにお客さま
のニーズを先取りし、斬新でユニークなサービス・機
能を提供していくかが重要です。
　最近では、キャッシュレス化の進展により、現金
ニーズが急速に減少しているといった声が聞かれま
す。今後、社会の中で、すべての決済手段がキャッ
シュレスに移行するかといわれると、私は必ずしもそ
うとは言い切れないと考えています。実際、政府の
統計を見ると、キャッシュレス化が進む一方で、流通
する現金の量も増加しています。オンラインとリア
ル店舗での買い物、デリバリーとレストランでの食事
等、一人ひとりの生活シーンやニーズに応じてさまざ
まな選択肢を用意することが大切だと思います。世
の中に多様な選択肢を提供する上で、当社のATMの
役割はこれから拡大していくと感じています。キャッ
シュレス化に対応しつつ、現金ニーズに応えるだけで

はなく、行政をはじめとするさまざまなサービスのイ
ンフラとしてATMを機能させつつ、リアルとバーチャ
ル双方の利便性を高めていくことが当社のとるべきポ
ジションと考えています。

受け継がれてきたDNAを活かし、
新たなムーブメントを創り出す

　私が当社に入社した頃から変わらずに心掛けている
ことは、「お客さまの立場で考える」と「新たな挑戦を
続ける」ことです。これはセブン - イレブンから脈々
と受け継がれているDNAです。金融サービスには非
常に厳格な規制やガイドライン、それらに伴う業界常
識があります。時代の変化、テクノロジーの進展で
見直されるべきものが放置され、それに従うケースも
散見されます。しかし、当社は、流通発想の金融機
関として、常にお客さまの立場になって、お客さまが
本当に望むものを提供することに注力してきました。
　そうして誕生したのが当社のATMです。当時は、
さまざまな金融機関のカードが一つのATMで入出金
できるサービスは世の中に存在しませんでした。入金
時の紙幣詰まりは後処理が複雑なため「入金は自行に
限る」というのが当時の常識だったからです。こうし
た業界の常識を覆し、お客さまの利便性を最優先に
位置付け、新たな技術開発やリモート対応のスキー
ム、さらには各種コード決済のチャージ対応やマイナ
ンバーカードへの対応など、さまざまな課題に挑戦し
てきたからこそ、全国に２６,０００台以上が設置され、

金融の枠を超えた
幅広いニーズに対応できる
社会インフラを提供する企業を目指す

代 表 取 締 役 社 長

松橋 正明

社 長メッセ ー ジ
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年間9億件以上の利用件数がある社会インフラとして
成長できたのだと思います。
　また、セブン - イレブンをご利用いただいている
お客さまは、生活がより便利に、より豊かになる新し
い商品やサービスの提供を期待しています。セブン＆
アイグループの一員として、お客さまのニーズを的
確に捉え、お客さまの期待に日々応えていくこと、そ
のために新しい挑戦を続けていかなくてはならないと
思っています。
　当社の最近の事例では、「スマホATM」があります。
スマートフォンのアプリを通じて、カードがなくても、
セブン銀行のATMで現金の入出金ができる「スマホ
ATM」の誕生は、お客さまのライフスタイルの変化に
合わせて生まれた画期的なムーブメントであり、業界
に大きな影響を与えました。これに次ぐ新たなムーブ
メントを創り、業界全体に普及させるとともに、国内の
ＤＸ推進に貢献することが長期的な目標です。非常に
高い目標だとは認識していますが、こうしたビジョンを
持ちながら事業を推進していきたいと考えています。

DX化やデータ利活用推進により、さまざまな
取組みをスピーディにスケール化させる

　当社は、2021年度より「中期経営計画（2021‐
2025）」を実行しています。中期経営計画では、変
化から生まれるチャンスをしっかり捉え、「第２の成長」
の実現に向けて、「成長戦略」、「社会課題解決への貢
献」、「企業変革」を3本柱に取組んでいます。
　中計1年目は、コロナ禍による景気低迷やキャッ
シュレス化の進展など、厳しい環境の中、連結ベー
スで経常収益が1,366億円、経常利益が282億円と
なり、前年比減収減益となりましたが、ほぼ計画通り
の着地でした。2年目となる今年度は、連結経常収
益1,490億円を見込む一方で、次の成長に向けた意
思ある投資を継続するため、連結経常利益は280億

た中、我々は「近くて便利」「信頼と安心」な社会イン
フラとして、ATMの更なる提供価値の拡大に取組ん
でいきます。
　金融サービス事業では、引き続き口座数や個人向
けローンサービスの利用拡大を計画しています。さら
に2022年度からは証券仲介を開始する予定で、サー
ビスメニューの拡大・充実を図る路線を着実に伸ばし
ていきます。また、「グループシナジーの徹底追求」
も課題の一つであると認識しています。グループの
持つ最大の顧客基盤をベースに、データを活用した
当社サービスの活性化を図ります。
　成長領域である海外事業では、すでに展開済みの
米国、インドネシア、フィリピンの事業を着実に、ス
ピード感をもって、拡大していくことが重要と考え
ています。米国FCTI, Inc.では、運用面の効率化を
図りつつ、国内同様、サービスの多角化に着手しま
す。一方で、インドネシアのPT. ABADI TAMBAH 
MULIA INTERNASION (ATMi) やフィリピンのPito 
AxM Platform, Inc. (PAPI) においては、ATM設置
台数の拡大、安定稼働の定着、そして利用件数の増
加を目指しています。

5つの重点課題を軸として、
本業を通じた社会課題の解決を目指す

　当社では、サステナビリティ推進を経営戦略の根
幹と位置付け、事業活動を通じて社会課題・環境問

円とおいています。しばらく厳しい環境が続くことが
想定されますが、新たな価値創造を目指す ｢ATM＋｣
の世界観の実現、ユニークな商品性の追求とセブン
＆アイグループとのシナジーの発揮を実践する金融
サービス、海外3か国での圧倒的プレゼンスを確立さ
せる海外事業にフォーカスし、トップラインをしっかり
伸ばしていくことで、最終年度の経常収益1,700億円
の実現を目指します。
　昨年度に種まきしたさまざまな取組みを、今年度は
スピーディにスケールさせていく必要があります。そ
のためのDX化やデータの利活用を積極的、かつ戦略
的に推し進めていくことが、私に課せられた課題の一
つとして認識しています。

厳しい環境下でも、ATMの提供価値を
拡大し続け次のステージへ

　確固たる収益基盤である国内ATM事業において
は、金融機関のATM代替や駅、空港、商業施設の
ニーズにより台数は引き続き増加する傾向です。ま
た、マイナンバーカードとの連携や本人認証の領域
等、従来の現金プラットフォームとしてのATMの概念
を超えたサービスを提供する「ＡＴＭ+」の世界の構築
に向けて、さまざまな取組みが進んでいます。金融
機関に対しては、ATMでの顔認証による本人確認を
通じて、口座開設や届出事項の変更、継続的顧客管
理等のニーズに対応する取組みが始まっています。
　さらに、兵庫県加古川市のマイナンバーカードを
活用した給付金支払いや渋谷区「ハッピーマザー出産
助成金」の給付金支払い等、口座を介さず、いつで
も、どこでもATMで給付金を受け取れるサービスを
提供することにより、行政サービスの一端を担う取組
みも始まっています。現在、行政サービスのDX化に
おいて、『誰一人取り残されないUI』の具体例として、
ATMの利用価値が再認識されてきています。こうし

題の解決に取組むため、5つの重点課題を定め、全
社一丸となって積極的かつ持続的に取組んでいます。
世界で約4万台のATMを通じて、安心・安全な決済
インフラを提供することは、人々のさまざまな現金
ニーズの担い手として、社会課題の解決につながっ
ていると考えています。
　また、日本が誰にとっても暮らしやすい国として評
価されるように、日本国内にお住まいの外国人の方
向けのサービスも多層的に展開しています。スマート
フォンアプリから簡単に海外送金ができるサービスの
ほか、外国人居住者向けのクレジットカードや目的別
ローンも提供しています。今後は、日本で生活してい
る外国人だけでなく、徐々に増えつつある訪日外国人
旅行客のニーズにも対応したサービスの拡充を検討
することで、多文化共生の実現につなげていきます。
　セブン銀行では、ＴＣＦＤ（気候関連財務情報開示タ
スクフォース）の宣言に賛同し、気候変動への対応に
も取組んでいます。ATMの世代が変わるたびに消費
電力は大幅に削減されており、また、ATM現金輸送
回数を減らすことで、現金輸送時のCO２排出量の削
減にも取組んでいます。さらに、新しいシステム基盤
の土台となるデータセンターの使用電力は、今後す
べて再生可能エネルギーで調達する予定です。こうし
て、さまざまな事業パートナー、また、セブン＆アイ
グループ各社と協働して、深刻化する環境問題の解
決に貢献していきます。

社 長メッセ ー ジ
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社員のITスキルの向上と
データ利用のカルチャーの定着を目指す

　 企 業 変 革 で は、 引 き 続 き CX（Corporate 
Transformation）プロジェクトを推進していきます。
CXプロジェクトは、社会環境に応じて企業も変わる
必要がある中で、働く社員の意識の変化、テクノロ
ジーの進化という視点から、「人材・組織・企業文化」
と「データを軸としたビジネスモデル・ビジネスプロ
セス」の両面における企業変革に取組むものです。新
たなムーブメントを創造するためには、全社員が最新
のテクノロジーや多様なデータに触れ、それを自由に
使いながら業務効率、あるいは新しい商品・サービ
スの開発を進めていく必要があります。しかし、テク
ノロジーがすべてではなく、あくまでも「お客さまの
立場で考える」ことが大事です。この発想を根幹に持
ち、銀行としての専門性や高い品質意識を維持しな
がら、多様なデータや最先端のテクノロジーを活用で
きるようになることが、当社の競争優位性につながり
ます。そのため、豊富な経験やスキルを持つ外部IT
人材の獲得と併せて、社内のITリテラシーの向上に

て、各現場にデータ利用のカルチャーが定着すること
を目指しています。

経営者として大事にしている考え方

　私がセブン銀行を経営するにあたり、大事にしたい
考えは、「全体デザインを作る」「Whyを大事に」「基
準は世の中」の3つです。

「全体デザインを作る」
　新しいサービスをデザインするとき、所属する部署
に最適化されがちです。本来あるべきは、業務委託
をしている事業パートナーを含めた全体最適、ＤＸデ
ザインを時代に合わせ再構成し続けることです。サー
ビス開発には、その時点での課題を早期に捉え即時
解決するだけでなく、同時にバージョンアップをし続
けるアジャイル開発思想が必須になってきました。そ
のため、開発工程から各種事象を捉えるためのデー
タ活用を含めた全体を設計することが大切です。常
にお客さまのニーズに柔軟に対応し、他社とのシーム
レスなビジネス連携とデータドリブンのサービス開発
を推進していきます。

「Whyを大事に」
　過去の経験や成功事例から、「共感」が最大の推進
力になると考えています。社会貢献につながる新た
なサービスの開発に着手したり、勢いのあるスタート
アップとのアライアンスを組んだりすることで、胸が
躍るような熱い想いを抱くと、それがものすごい原動
力となります。周囲を巻き込んで、大きな力にする
ためには、共感マネジメントが重要です。したがって、
トップダウンではなく、現場の社員一人ひとりが「な
ぜ取組む必要があるのか」「これが社会貢献につなが
るのか」を自問自答しながら、それをアウトプットにつ
なげて、周りの人たちと熱い議論ができるような組織
を構築していきたいと考えています。

よるハイブリッドな人材強化・組織変革に取組んでい
ます。
　また、当社には、世の中の変化にアンテナを向け
て、全社のイノベーションを推進する「セブン・ラボ」
というチームがあります。セブン・ラボでは、組織の
壁を越え、フレキシブルかつ高速に動き、さまざまな
プロジェクトを推進していますが、こうした組織運営
を全社的に浸透させたいと考えています。ホラクラ
シー型組織のように、上下関係がなくフラットで、個
人の主体性が重視される組織運営を目指しています。
　最先端のデジタル技術を駆使したサービスを提供
するためには、データ分析・活用のスキル向上は必
須です。実際、インドネシアでは、AIを駆使して設置
場所の選定を行っており、現在、全体の約２０％はAI
が選定した場所にATMが設置されています。このよ
うなデータを軸としたビジネスプロセスを浸透させる
ために、データマネジメントオフィス（DMO）という
組織を2022年4月に立ち上げました。本組織では、
各部署が使用したいデータの収集や可視化加工した
データの提供だけでなく、データ資産のセキュリティ
の担保等にも取組んでいます。こうした取組みによっ

「基準は世の中」
　一般的には、自身の所属した組織である自部門、
自社、業界の中でサービスレベル等を考えがちです。
業界の再編が進み、デジタル化が加速している中、
比較すべきは自身の所属する組織や業界ではありま
せん。社会の変化やニーズを自ら捉え、今までにな
かったアプローチにより新たな業界常識を作り上げて
いく発想が必要です。これまでの経験から「業界常
識」というものを一つ一つひっくり返していくと、お客
さまの利便性が向上するだけでなく、新しい社会的
価値が生まれます。そういった意味で、業界の常識
はイノベーションの宝庫です。常識を疑い、社会の変
化やお客さまの声に真摯に向き合うことが、イノベー
ションの創出につながると考えています。

パーパスの実現を目指し
第２の成長への布石をうつ

　私は、当社の創業期からのメンバーとして、この会
社の成長に貢献するべくさまざまな挑戦をしてきまし
た。しかし、世の中は常に変わっています。今までの

「成功体験を捨て、常識を疑い、変える」発想で未
来を自分たちで作っていくことを継続していきます。
　2050年の未来には、コンビニや銀行を取り巻く環
境も変わり、人々の買い物体験や金融の在り方も大
きく変化しているでしょう。そうした時代であっても、
セブン銀行が「近くて便利」「安心・安全」な社会イン
フラとして確立し続けられるように、今中期経営計画
に沿って第２の成長を軌道に乗せ、更なる持続的成長
と企業価値の向上に努めてまいります。
　今後もパーパスの実現を目指していくとともに、お
客さまやお取引先、事業パートナー、社員を含めた
すべてのステークホルダーの皆さまからのご期待に応
えられるよう取組んでまいります。一層のご支援を賜
りますようお願い申し上げます。

社 長メッセ ー ジ
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セブン銀行の
価値創造
お客さま、社会への継続的な
価値提供の仕組み

この統合報告書は、経営理念、業績や事業概況、社会的責任（CSR）、財務情報等を記載しています。
加えて、持続的成長を支える非財務情報も包括的に記載し、作成したものです。

［主な報告内容］
2021年度の事業活動と今後の取組み、および2021年度決算発表項目を中心に記載しています。
※ 本誌は銀行法第21条に基づいて作成したディスクロージャー（情報開示）資料です。くわしい開示項目は149ページをご覧ください。

［報告対象期間］　原則2021年4月1日〜2022年3月31日
［発行日］　　　　今回の発行：（統合報告書ディスクロージャー誌2022）2022年7月
　　　　　　　　 次回の発行：（中間ディスクロージャー誌2022）2023年1月（予定）

株主・投資家の皆さまをはじめとしたすべてのステークホルダーの皆さまに、環境・社会・ガ
バナンスなどの非財務情報が財務情報と統合された当社の価値創造の姿をより分かりやすく
伝えるため、本レポートの編集にあたっては、IIRC（国際統合報告評議会）が2013年12月に公表
した「国際統合報告フレームワーク」、および2017年5月29日に経済産業省が策定した「価値協
創のための統合的開示・対話ガイダンス」を参照しています。

発行にあたって

C o n t e n t s
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